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ディレクターからの
手紙

　本年はPADI AWARE財団にとって大きな転換期で
あり、戦略的成長の年でした。私たちの組織は、新
たな常設プログラムを加えて、使命を強化し、革新
的な海洋研究を進め、各種の保護キャンペーンを成
功に導きました。

「アースデー」には、名称を「Project AWARE 」か
ら「PADI AWARE」に変更することを発表し、私たちの
自然保護戦略を根本的に転換し、拡大することとし
ました。この発表でカギとなる要素は二つあり、そ
れは次のものです：

私たちの新しい任務、それは、地元の活動を世界
的な海洋保全に向けることと；

「PADI Blueprint for Ocean Action（海洋行動の
ための青写真）」という、2030年までに具体的な
海洋保護目標を進めるためのはっきりとした計
画です。

　私たちの仕事の中心には常に二つの戦略がありま
した：政策と市民科学の二つです。1992年以来、
PADI AWARE財団は46種類を超えるサメとエイの
種の保護を進めてきました。7月には、数年間にわ
たるキャンペーンを続けた結果、もう一種「アオザ
メ」を追加することができました。この二つによって、
私たちのプログラムの広がりをさらに高めるととも
に、基礎のレベルでコミュニティ活動を強化すると
いう私たちの責務がさらに深まりました。

9月には、私たちの基幹となる市民科学プログラム
である「Dive Against Debris（ダイブ・アゲインスト・
デブリ）」に基づく学術論文を発表しました。この研
究は、リアルタイムで収集された現場のデータを使
用し、海洋ごみの世界的問題を分析する、その種の最
初のものであり、また、海洋保護においてダイバーが
果たす決定的な役割を浮き彫りにするものです。こ
のプログラムは、「Blueprint for Ocean Action（海

洋行動のための青写真）」におけるすべての自然保護
の諸問題に関わる市民科学プログラムのひな形とし
ての役割を担うでしょう。

11月に、私たちは「PADI AWARE Community 
Grant Program（PADIコミュニティ補助金プログ
ラム）」を発表しました。これは、気候変動や海洋ご
み、海洋生息場所の喪失、絶滅危惧種保護などに取
り組むコミュニティ主導の活動に直接金銭的な援助
を提供しようという基礎となる試みです。2021～
2022年の援助対象者に対して、当財団は、公的基金
の24％をこのプログラムに直接充当しています。最
初の助成では、さまざまな自然保護の問題や地域に
またがる17を超える団体に助成金を提供しました。

　私たちはまた、本年も、ほぼ30年にわたる海洋自
然保護の豊かな歴史の上にさらに重ねられた諸成果
があったことを誇りに思います。こうしたカギとな
る指標を超えて、当財団は引き続き地域および国際
的レベルにおいて海洋自然保護のための教育や関与、
呼びかけを行ないました。こうしたことのいずれも
が、寄付をしていただける方々や支援者、PADIダイ
ブセンター／リゾートとダイバー、PADIパートナー
とスポンサーがいなければできないことだと私たち
は理解しています。私たちの美しい青い惑星のため
にまた一年すばらしい闘いをしてくれたことに対し
て、皆さまに感謝いたします。

1.

2.
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海洋行動のための
私たちの青写真

海洋から
ごみを取り除く

絶滅の危機に瀕する
デリケートな海洋種を保護す 

サンゴ礁の
回復と復活を加速する

ダイビング業界の二酸化炭素排出量を削減し、
差し引きゼロにする

海洋保護区域（MPAs）
を増やす

対象となる国々の海洋ごみを、
パートナーシップと

PADI AWARE Community Grant Program
（PADI AWARE 助成金プログラム）を

通じて50%減らす。  

絶滅の恐れのあるサメとエイの数を
25%少なくする。  

海洋の30%を
パートナーの強力で保護し、

「ブループログラム」を採択する。  

カギとなるサンゴ礁生息地に対する
市民科学プログラムとプロジェクトへの資金援助を通じて

サンゴ礁の生息地を5％回復する。

PPADIの組織全体でネット・ゼロを達成し、
ブルーカーボン生息地を保護し回復する。
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海洋ごみと
闘う

2019年に、PADI AWARE（Project AWAREとして）
は、海岸線のごみと海洋床のごみの関係調べる枢要な
分析を行ない、また、ごみの分布に社会－経済的な要
素があるかどうかを研究するために「オーストラリア
連邦科学産業機構（Commonwealth Scientific and 
Industrial Research Organisation：CSIRO）」と「オー
シャン・コンサーバンシー（Ocean Conservancy）」との
パートナーシップを結びました。

2020年と2021年に、私たちは、誇らしくも、2編
の査読を受けた論文を発表しました。この研究から、
陸上と海岸で見つかったごみと海底のそれと比較す
ると、根本的な食い違いがあることがわかりました。
中にはどちらからも見つかる品目もありますが、こ
の分析からごみの構成物と分布に違いがあることが
浮き彫りになりました。これは、リアルタイム・デー
タの世界初の分析です。

　社会-経済的分析は2021年8月に公表されました。
この研究は、陸上と海底床で見つかる最も一般的な10
品目について、ごみの密度と社会-経済的動因を比較
したものです。このデータは、114カ国での75,000
を超える「PADI AWARE Dive Against Debris」調査で
集められたものが使われました。全体的な調査結果
からわかったことは、ごみの総数は都市基盤の重要
性とともに増加し、国の豊かさとともに減少するこ
と、極めて汚染されている場所は都市基盤が高度で
貧しいところだというものでした。

この研究の結果、政策立案者と市民たちが同じく、
環境にごみが入り込むのを減らすことを目標とした
取り組みに集中する具体的機会が明確になりました。
2021年の発表は、『Journal Global Environmental
Change（地球環境変動雑誌）』に掲載されました。

PADI AWAREはまた、ヨーロッパにある2つの研究機
関と合衆国にあるひとつの研究機関とデータ共有する
協定を結びました。これは以下の組織です：

・ アントン・ドールン動物園、イタリア 
・ ENT財団、スペイン 
・ イーロン大学、ノースカロライナ州　USA

PADI AWAREはまた、フロリダキーの国立海洋保
護区とのパートナーシップを更新し、それによって、
サポーターの諸組織によって集められたごみのデー
タが保護区の管理・運営を監督しているアメリカ海
洋大気局（NOAA）と共有されることになりました。

PADI AWAREは、同様に、非営利団体の「オーシャ
ン・クリーンナップ（Ocean Cleanup）」からマレー
シアとドミニカ共和国でのモニタリングのパート
ナーシップに加わるよう働きかけられました。「オー
シャン・クリーンナップ」は、クラン川とオザマ川の
それぞれに河川ごみ排除装置を設置しています。
PADI AWAREは、マレーシアとドミニカ共和国のダ
イビング運営業者と協力して、両国のカギとなるダ
イビングサイトを特定し、それぞれの国で12ヶ月の
データ収集プログラムを開発し、それぞれに国での
海洋ごみ分析のベースラインを提供するとともに、
このプロジェクトの有効性を評価するための長期に
わたる海底ごみ監視プログラムを作成しました。

　こうしたプロジェクトは、海洋ごみの削減方法と
政策を評価するための可能性を持つ長期的な監視プ
ログラムとして「Dive Against Debris」を確立すると
いう視点をもってチェックされています。
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253,000名
のダイバー

13,035匹
の絡まった
動物の保護 

1.4 万ポンド

635キログラム

匹

一般寄付の
26% 

地球上で最大の
水中市民科学データベース

決定的な海洋ごみ研究を
前に進める

PADI AWARE財団
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ダイビング・コミュニティは
サメの乱獲を終わらせようと
行動を起こす
2021年11月、サメ保護プログラムが成功して、私たちは最高の勝
利のひとつを目にすることになりました。「Shark League（サメ同盟）」
のパートナーたちと協力して行なった3年にわたる擁護キャンペー
ンによって、北大西洋全域にわたって絶滅危惧種のアオザメの捕獲
が禁止される結果になりました。

　アオザメはサメの中で最も速く泳ぐ種として知られていて、その
速度は時速30マイル（時速約48km）を超えますが、北大西洋ではそ
の生息数はひどい乱獲のために絶滅に向かって減少しつつあります。
2019年に、大西洋でのアオザメの科学的な複数の研究から、その生
息数はあまりに危険なほど低下しているので、アオザメの捕獲はす
べて直ちに止めて、わずかでも回復のチャンスを与えるべきだとい
うことがわかりました。実際、生息数は非常に少ないので、たとえす
ぐに捕獲をやめたとしても、生息数を回復するのに50年以上かかる
だろうと思われます。

　北大西洋での漁業は「大西洋マグロ類保存国際委員会（ICCAT）」と
いう名の多国籍管理団体に監視されています。ICCATは52の異なる
国と地域のメンバーから構成され、それぞれがサメを含む商業的に
漁獲される種を大西洋で管理する方法について発言権を持っていま
す。アオザメは、種としてスペインやポルトガルといったヨーロッ
パ連合（EU）の国々で、その肉とヒレを目当てに捕獲されていて、合
衆国の遊漁部門でもスポーツとしてかなりの数を獲っています。

　こうした国々でのアオザメの経済価値のために、ヨーロッパ連合
（EU）と合衆国は、カナダやセネガルなどの国々によるアオザメ捕獲
禁止の取り組みを妨害しました。多くの有力なICCAT諸国、たとえば
南アフリカやブラジルなどは、アオザメを獲る漁業部門がないので、
禁止を支持することも反対することもありませんでした。
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#MAKETIME4MAKOS

　このような中途半端な行動はアオザメの絶滅を助長
するだけですから、2021年2月に、 PADI AWAREは南ア
フリカとブラジルのダイブセンター／リゾートに、大
西洋で切迫しているアオザメの絶滅を防ぐ行動を起こ
すよう、一般の人たちを動員するよう呼びかけました。

　「サメ同盟」と「Shark Conservation Fund（サメ保護
基金）」の支援を得て、南アフリカとブラジル全体の
PADIのダイビング事業者たちは、ダイバーやノンダイ
バーの人たちに対して特別な「AWAREサメの保護コー
ス」を開催し、世界中でサメが直面している絶滅の危機
について学び、大西洋アオザメの窮状に焦点を当てま
した。彼らは、このコースを受講する人たちに、ソーシャ
ルメディアの#MakeTime4Makosに参加し、また、政府
の代表者たちに直接連絡して、アオザメの保護への支
持を公に示すように求めました。

　コミュニティからの対応は迅速で圧倒的でした。南ア
フリカでは、ダイビングセンター／リゾートが協力して
水産大臣宛のメールでの嘆願書を準備したところ、心配
したダイバーから、アオザメを保護するための行動を求
める数百通のEメールが大臣宛に殺到しました。

　この結果、水産大臣は事業者たちに連絡をとって、
2021年のICCAT会議において南アフリカはアオザメ漁
の禁止に賛成する意向であることを説明しました。ブラ
ジルの事業者とダイバーたちは、同様のコースを開催し、
ブラジル政府にアオザメ捕獲禁止を支持するよう求めま
した。このキャンペーンは大きな成功をおさめ、担当の
省はスタッフのひとりを専任としてPADI AWAREとブラ
ジルのレクリエーショナル・ダイビング部門と直接協力
し、私たちが共有する懸念に対処することになりました。
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2021年の間に、PADI AWAREと我が「サメ同盟」のパートナーたち
は、カナダとセネガル政府主導のアオザメ漁禁止の提案に対する支持
を得るために、ICCAT加盟国全体に働きかけました。ますます多くの
国々がはっきりとアオザメの保護を支持するとの声明を出し、これに
は南アフリカとブラジルというこれまで声を上げなかった国々も含
まれます。

2021年のICCAT会議で、この禁止案が提出され論議に付されたと
き、禁止措置への賛成が極めて大きく、アオザメを救う時間が残り少
なくなってきているという認識も相まって、欧州連合がこの規制を骨
抜きにしようとしたにもかかわらず、この提案は採択されました。

　世界中のPADI AWAREサポーターの並々ならぬ努力のおかげで、
最終的に大西洋アオザメはある程度の回復とその基盤の見込みを得
ることができました。そして、今回の決定は、地元での諸行動がいか
に世界的な影響を持てるのかということを浮き彫りにしたのです。
この画期的な決定は非常に歓迎すべきニュースですが、ICCATは禁止
措置を当初の2年間に限定しました。

　これまで同様、PADI AWARE財団は、引き続きサメの個体数の健全
さを監視し、世界の海洋保護のために地域での活動をもり立てていき
ます。
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助成金

海洋ごみ

絶滅が危ぶまれる種の保護

サンゴ礁

気候変動

海洋保護区

PADI® Blueprint for Ocean Action（PADI 海洋行動のた
めの青写真）を推進する世界中のコミュニティを支援す
るために、PADI AWARE財団は新たな「Mission Hub 
Community Grant Program（事業拠点補助金プログラ
ム）」を立ち上げました。この重要な取り組みは、海洋保
護への参加や教育、擁護を加速することを目的としたも
のです。

　この基金の目的は「PADI Mission Hubs（PADI事業拠
点）」とコミュニティ・ベースの非営利団体に直接財政的
な支援を提供することにあり、以下の5つのプログラム
分野のいずれかに取り組むプロジェクトを支援します。

“コミュニティ・ベースの海洋保護プロジェクトを直接支援す

るこの新しい基金にワクワクしています。地元で重要な活動を

遂行しているPADIダイブセンター／リゾートとNGOは、資

金的な援助をほとんどえられていないかまったく得られていな

いことがしばしばです”　とPADI AWARE財団のグローバル・

ディレクターであるダナ・ムーアは言っています。

“こうした努力が確実にうまくいくようにするために、PADI

AWAREは、私たちへの今年の寄付の24%を「Community 

Grant Program（コミュニティ補助プログラム）」に託します。

目標は、2024年までにUSドルで100万ドル（約1.5億円）に

することです。
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“コミュニティ・ベースの海洋保護プロジェクトを直接支援す

るこの新しい基金にワクワクしています。地元で重要な活動を

遂行しているPADIダイブセンター／リゾートとNGOは、資

金的な援助をほとんどえられていないかまったく得られていな

いことがしばしばです”　とPADI AWARE財団のグローバル・

ディレクターであるダナ・ムーアは言っています。

“こうした努力が確実にうまくいくようにするために、PADI

AWAREは、私たちへの今年の寄付の24%を「Community 

Grant Program（コミュニティ補助プログラム）」に託します。

目標は、2024年までにUSドルで100万ドル（約1.5億円）に

することです。

　2021年10月1日に、PADI AWARE財団は申し込みの受付を
開始しました。申請は世界中の地域から、合計でおよそ50件
集まりました。 

　このうち、17件の提案に助成金が与えられ、そのうち6件は
サンゴ礁再生/保護、2件は海洋保護区関連、4件は絶滅のおそ
れのある種の保護で、2件が気候変動関連でした。資金は2022
年初めから1年間を期限として与えられます。私たちはこうし
たプロジェクトの結果をワクワクして見守っています。 

　報告やアップデートは、プロジェクトの重要な段階を達成す
るのに応じて、私たちのウエッブサイトとソーシャルメディア
でご覧になれます。
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PARTNERSHIPS

クラーケンラム（KRAKEN RUM） セイコー

21PADI AWAWA ARE ANNWARE ANNW UAL REPORT 2021

（パートナーシップ）

　伝説の怪物の名にちなんだクラーケンラムが
PADI AWAREとパートナーシップを結んで2年目を
迎え、ラム通とクラーケン・ブラックスパイスド
・ラムのファンたちは、クラーケンの神話的な海
の物語に身を浸すことができるだけでなく、海と
その居住者たちがまさに直面している困難と脅威
に連なることができるようになりました。

　このようなパートナーシップは、コミュニティ
のサポートといううねりと共に、変化を作り出す
のに必要な欠かせない二つの要素です。クラーケ
ンラムは海洋生物のサポートしてきた豊かな歴史
を持っていますので、私たちの海とその野生生物
の苦境に対して資金を集め意識を高めるために力
を合わせることができることを私たちは誇りに思
っています。

　セイコーウオッチ株式会社は、海洋ごみ
を海から取り除くためにPADI® およびPADI 
AWARE財団TMと新たにパートナーシップ
を結んだことを誇り高く宣言します。

　セイコーは、「セイコー・プロスペックス
Save The Ocean」コレクションの収益の
一部を寄付することで、水中環境における
海洋ごみを回収し、報告しているダイバー
のAWAREコミュニティに還元して、この課
題に取り組むつもりです。
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2021 100% AWARE
サポーター

36034 Johanna Pool Perth Scuba Australia AP

27763 Yam To Ho Moji Dive Taiwan AP

330233 Andrew Hunter Australia AP

8010 Hans Ulrich Divers Den Australia AP

389925 Tsz Sum Lau Hong Kong AP

111097 Natalie Callanan Pilbara Dive and Tours Australia AP

8371 Karen Gowlett-Holmes Eaglehawk Dive Centre Australia AP

27027 Caballito Salao Caballito Salao Spain EMEA

393260 Alexander Kohls Switzerland EMEA

379590 Haytham Aboulhassan AE EMEA

446288 Mostafa Sayed AE EMEA

9896 Dan Scarlata Paradise Divers Canary Islands EMEA

27744 Jaume Juan Fernandez Underwater Barcelona Spain EMEA

26563 Nic Emery The Fifth Point England EMEA

3792 Martin Stanhope Buddies Dive Cove Malta EMEA

446494 Chloe AE EMEA

798980 KG Hjalmarsson Reethi Rah Diving Center Maldives EMEA

25668 Ali Abbas The One Dive Center Kuwait EMEA

35184 Jari Forsman Liquid Adventures Mozambique EMEA

9274/26045 Andre Fahrni TSK Switzerland EMEA

798154 Remco Roelofs ABC Dive Netherlands EMEA

ストア
番号 名 姓 ダイブセンター名または

個人インストラクター 国 担当
オフィス

27082 John Stone East Coast Scuba & Watersports Canada PAM

27447 Ryan Hiller Ohana Dive USA PAM

352162 Martin Kelly USA PAM

20517 Shana Phelan Pura Vida USA PAM

25593 Curtis Snaper Sin City Scuba USA PAM

27765 Katherine Yackel YSS Scuba USA PAM

192393 Bruce USA PAM

20854 Mark Pinnell The Dive Bus Curacao PAM

27547 Chris Lobozzo Mars Scuba USA PAM

38 Cinciripino Scuba Shack Diving Services USA PAM

23194 Guillermo "Momo" Veghazi Bocas Dive Center Panama PAM

25253 Vic Huang Big Blue Scuba USA PAM

24421 Bas Noij VIP Diving Bonaire PAM

27843 Scott Flaherty Seattle Dive Tours USA PAM

917 Richard Synowiec Divers Incorporated USA PAM

1829 Jeanne White Jack's Diving Locker USA PAM

304302 Timothy Riley USA PAM

16841 Rachel Domingo Maui Dreams USA PAM

22073 Heather Tallent Blue Planet USA PAM

28174 Brad Giles Northwest Dive Adventures USA PAM

24421 Kevin OBrien VIP Diving Bonaire PAM

12149 Eddie James USA PAM

26935 Kristopher Reynolds Dive Kawartha Canada PAM

1007 Lee Webber Micronesian Divers Association USA (Guam) PAM

328783 Anton Dolt USA PAM

15179 D.J. Wood Rainbow Reef USA PAM

27042 Jay Clue Dive Ninja Expeditions Mexico PAM

448745 William Quijano USA PAM

2976 Dive Maui Dive Maui USA PAM

30084 Jacqui Dufault Diver City Scuba CAN PAM

417823 Louis (Lonny) Behar USA PAM

394 Eric Billips Florida Keys DC USA PAM

23329 Eric Billips Islamorada Dive Center USA PAM
（注：PAMは、PADI AWARE AMERICAオフィスの略）

ストア
番号 名 姓 ダイブセンター名または

個人インストラクター 国 担当
オフィス

ストア番号 名 姓 ダイブセンター名または
個人インストラクター 国

担当
オフィス

（担当オフィスのAPはAsia Pacificの略）

（担当オフィスのEMEAは、Europa, Middle East, Africaの略＝イギリスオフィス）
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寄付をしていただいた方々

$50,000+

PADI

$10,00-$19,999

Paycom

$5,000-$9,999

William Young
David J Fishman
Page Porter
Daniel Roozen
William L Jackson

$1,000-$4,999

Anders Thylin
David Shane
Frances L Clader
Henrik C Nimb
kerry b graham
Lorraine Butzke
Naomi a tucker
Phillip M Whitley
Rachel nakamura
Robert Treverton
Stephen Marshall
Himanshu Behl
Kandace Baker
Archiles Barbatsoulis
Kimberly Randal
Yohei Takimoto
Lau Tsz Sum
Andre Fahrni
Jason Michael Cluen
Lee P Webber
Mirabela Minciunescu
Sonjha Forbes
Miss N Emery

Bas Noij
Teresa Leicher, Jack’s Diving Locker
Matthew Clark
Michelle Burnett
Giuliano Marostica
Carsten Beith
Heather J Tallent
Brian T Anderson
Eric Billips

$500-$999

Adrienne Steer
Aleksandra Mielenczuk
Alison Fox
Andres Venegas
Carol Glover
Cecily F. Grand
Christophe Jammet
Constanze Melz
Drew M Herbolich
Eric S Reisenbigler
Franziska Daeniker
Frederick T MacIntyre
James A Szczurek

Kelly M Zanzarella
Keri Woodring
Kyle J Cline
Natalia Skirtenko
NG Wai Yu/Ocean Lovers Co Ltd
Paul H Quick Jr
Paul M. Barsi
Quincy Carroll
Richard C. Evey
Robert Hegenbarth
S Gelmers
Samuel Jakob
Jennifer R Katigbak
Trevor Lindars
Caballito Salao
Gregory Pinto
Megan A Denny
A. Mielenczuk

Kate Read Regan
Maurits Jager
Chris Lobozzo
Yurie A Namiki
A Needham
Berry Van Veldhoven
Christine Naylor
Ho Yam To
Michael van Zyl
Nicole Chavez
Rachel Domingo
David A Stoll
Brett Bovard
Darcy Abrams
Hugh McKee
Tim Drabiniok
Lauren Wiskerson
Susan L Hill
Christopher Riker
Haytham Aboulhassan
Curtis Snaper
Johanna L Pool
Shana Phelan
Stephanie H Young
P Pistelli Munizaga
Werner Trossbach
Scott Flaherty
Brian H McLaughlin
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PADI AWARE FOUNDATION - AMERICA

30151 TOMAS

RANCHO SANTA MARGARITA

CA 92688, USA

PADI AWARE FOUNDATION - EUROPE, MIDDLE EAST, AFRICA 

THE PAVILIONS,

BRIDGEWATER ROAD, BRISTOL

BS13 8AE, UNITED KINGDOM

PADIAWARE FOUNDATION - ASIA PACIFIC

LEVEL 4, 120 OLD PITTWATER ROAD

BROOKVALE, NSW 2100 AUSTRALIA

PADIAWARE.ORG




